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１．案件の概要 

国名：アルジェリア民主人民共和国 案件名：（科学技術協力）サハラを起点とするソー

ラーブリーダー研究開発プロジェクト 

分野：再生可能エネルギー 援助形態：技術協力プロジェクト（科学技術） 

所轄部署：産業開発・公共政策部 協力金額（評価時点）：3億円 

 

協力期間 

（R/D）：2011年11月～2015年11月 先方関係機関：オラン科学技術大学（USTO-MB） 

サイーダ大学、アドゥラル再生可能エネルギー開

発ユニット（CDERアドゥラル） 

（延長）： 

 

 

（F/U）： 

日本側協力機関：東京大学（代表研究機関）、東京

工業大学、弘前大学、中部大学、国立情報研究所、

国立研究開発法人物質・材料研究機構（NIMS）、

清水電設工業（株）他 

（E/N）（無償） 他の関連協力： 

１－１ 協力の背景と概要 

アルジェリア民主人民共和国（以下、「アルジェリア」と記す）経済は、近年のエネルギー価

格高騰を背景に主力の石油・天然ガスセクターが好調で、貿易収支、経常収支とも黒字である。

しかし、同セクターの雇用吸収率は全体の2％にすぎず、同セクターへの偏重型経済構造（アル

ジェリア輸出の約98％、GDPの約50％、歳入の75％）となっている。2009年に3選を果たしたブ

ーテフリカ大統領は、「アルジェリア国家行動計画2009」を策定、産業の多様化とそれを担う人

材育成を最重要課題とし、実践的な専門教育や高等教育機会の拡充、5年間で300万人の雇用創

出など、格差是正へ向けたさまざまな政策を打ち出している。同時に、主力のエネルギー分野

では、石油・天然ガスなどアルジェリアエネルギー資源の全体像の把握と戦略的活用へ向けた

調査研究を進めるとともに、再生可能な次世代エネルギーに係る積極的な研究開発を重点研究

課題として掲げている。特に太陽光発電は、科学技術振興や新規産業の形成・雇用創出、さら

に、地方への電力供給網の拡充と安定的な供給の観点から、最重要分野として位置づけている。

国際的には、アフリカ・エネルギー委員会（AFREC）の設立を提唱し、これを7年かけて実現さ

せて、大陸規模のエネルギー協力や相互補完的統合の推進に係る牽引役となっている。また、

アルジェリアからニジェール、ナイジェリアを結ぶトランスサハラ・ガスパイプライン計画の

考案・実施によるフレアガスの削減や、太陽光発電のための資源確保、エネルギー効率の向上、

アフリカ域内研究機関ネットワーク強化の3つを柱とした域内クリーン開発メカニズムを提唱

し、アフリカ諸国への新技術の波及や自然エネルギー供給に係る拠点としての機能を果たすと

ともに、COP新フェーズ策定では、アフリカ・グループ議長として、アフリカでの地球温暖化

防止対策の模索に係る主導的な役割を担っている。こうした背景からアルジェリア政府は「太

陽光発電」において先進的な技術を有するわが国に対し、「地球規模課題対応国際科学技術協力

（Science and Technology Research Partnership for Sustainable Development：SATREPS）」事業によ

る支援を要請してきた。サハラを起点とするソーラーブリーダー研究開発プロジェクト（以下、

「本プロジェクト」と記す）は、ソーラーブリーダー（ソーラーシリコン工場とSi太陽光発電所）
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の持続的な拡大の可能性を検証し、地球エネルギー新体系の基礎研究（太陽電池の性能、超電

導ケーブルの導入）、人材開発の基礎を確立することを目的とした案件である。オラン科学技術

大学（University of Science and Technology of Oran “Mohamed Boudiaf”：USTO-MB）、サイーダ大

学、再生可能エネルギー開発ユニット（Renewable Energy Development Center：CDER）をカウン

ターパート（Counterpart：C/P）機関として、2010年11月より2015年11月まで5年間の予定で実施

されている。 

 

１－２ 協力内容 

（1）プロジェクト目標 

ソーラーブリーダー（ソーラーシリコン工場＋Si太陽光発電所）の持続的な拡大の可能性

を検証し、地球エネルギー新体系の基盤研究、人材開発の基礎が確立される。 

（2）アウトプット 

アウトプット1： 

Si製造の熱力学的プロセスデザインを行い、現在用いられている珪石ではなく、砂漠に豊

富にある硅砂を原料とするSi還元プロセス技術を開発する。 

アウトプット2： 

砂を原料とするSi製造のテストプラント構築とアルジェリア側Si還元プロセスの確立。 

アウトプット3： 

各種太陽電池の性能（効率、耐久性）の定量的データを蓄積し、砂漠地域における太陽

電池の活用法における課題と対策を整理する。また、この地域における太陽エネルギーの

新しい活用法についての検討を行う。 

アウトプット4： 

高温超伝導ケーブルシステム運用に関する問題点の摘出と対策の提示。 

アウトプット5： 

アフリカ地域のエネルギー工学研究の拠点を形成し、日本発の多機能遠隔教育・情報交

流システム：Web版遠隔教育システム（Web-Based E-Learning System：WebELS）を活用し

た（複素エネルギー）遠隔教育・研究を行う。 

アウトプット6： 

サハラソーラーエネルギー技術開発ワークショップの開催（日本・アルジェリア交互）。 

 

（3）投入 

日本側： 

専門家派遣：延べ短期専門家45名及び長期派遣プロジェクト調整員1名 

機材供与（カッコ内数値は供与数）： 

WebELS用サーバー（一式）（1）、走査型分析電子顕微鏡（SEM-EDX）（1）、 

原子間力顕微鏡（AFM）（1）、ソーラーパネル性能試験装置（一式）（1）、 

超純水製造装置（DIW）（1）、光学顕微鏡（一式）（1）、 

気象モニタリングシステム（1） 

本邦研修：55名 

費用総額：1億4,832万7,000円（2014年3月末迄） 
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アルジェリア側： 

人員の配置：計37名及び18名の博士号・修士号の学生 

施設の提供：USTO-MBにおける日本人専門家用執務室、WebELS設置スペース及び会議

室、ラボラトリーでの供与機材設置用スペース 

ローカルコスト負担：約5,431万3,000ディナール（2015年4月中旬現在） 

２．評価調査団の概要 

調査者 
担当分野 氏名 所属 

団長 鈴木 薫 JICA 産業開発・公共政策部 参事役 

評価分析 栗田 貴之 ㈱アイコンズ シニアコンサルタント 

通訳 岡田 登 一般財団法人日本国際協力センター 

科学技術計画・

評価 

井上 孝太郎 国立研究開発法人科学技術振興機構 

上席フェロー 

調査期間  2015年4月18日～4月30日 評価種類：終了時評価調査 

３．評価結果 

３－１ 実績の概要 

（1）アウトプット1に係る活動 

1-1 Si製造の熱力学的プロセスデザイン：既に100％達成。 

1-2 砂の高純度化：既に100％達成。 

1-3 砂漠の砂（シリカ：SiO2）を原料とするSi還元プロセス技術の開発（日本のみ）： 

既に100％達成。 

 

（2）アウトプット2に係る活動 

2-1 日本での装置調整：100％達成。 

2-2 アルジェリア側への装置導入：2015年6月頃までに100％達成する見通し。 

2-3 アルジェリア側Si還元プロセスの確立：2015年7月頃までに100％達成する見通し。 

 

（3）アウトプット3に係る活動 

3-1 太陽電池パネルの調達と据え付け：既に100％達成。 

3-2 データの収集、課題と対策の整理：2015年9月までに100％達成する見通し。 

3-3 活用方法の検討：2015年9月までに100％達成する見通し。 

 

（4）アウトプット4に係る活動 

4-1 測定装置の調達と据え付け：既に100％達成。 

4-2 データの収集、課題と対策の整理：既に100％達成。 

 

（5）アウトプット5に係る活動 

5-1 WebELSシステムを活用するインフラの構築。指導員の養成：既に100％達成。 

5-2 USTO-MBに開設するサハラソーラーエネルギー研究センター（SSERC）における上記研
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究支援とともに、WebELSを活用した地球規模エネルギー分野の研究者育成支援：既に

100％達成。 

 

（6）アウトプット6に係る活動 

6-1 日本アルジェリア国際会議を毎年開催：100％達成。 

 

３－２ 評価結果の要約 

（1）妥当性 

アルジェリアの産業構造は石油・天然ガスなど炭化水素関連産業に大きく依存している。

しかし、将来、炭化水素資源の枯渇が懸念されている。一方、炭化水素関連産業の雇用吸

収率は約2％にすぎない。そのため、アルジェリア政府はエネルギーの多角化、産業の多角

化による新たな雇用の創出をめざし、太陽光発電を含めた技術開発を推進している。本プ

ロジェクトはソーラーブリーダーを実証することによりエネルギー・産業の多角化を目的

に実施されておりアルジェリアのニーズに合致している。 

USTO-MBは高等技術者育成を目的とした教育機関であり、電気関係の研究も実施されて

いる。また、本プロジェクト開始前から本プロジェクトの研究にかかわってきている。ま

た、サイーダ大学はUSTO-MBと強い連携があり、砂漠に近いことから、砂漠地域の太陽電

池、超伝導の活用実証研究を行うに適した機関である。また、CDERアドゥラルはアルジェ

リアの再生可能エネルギーの研究機関であり、また研究所も砂漠に位置している。そのこ

とから本プロジェクトの研究に合致している機関である。 

 

（2）有効性 

アウトプットの達成状況・見込み： 

【アウトプット1】 

指標「2015年で硅砂シリカ（SiO2）を原料とする新還元法によるシリコン純度において、

硼素・リン濃度が10ppm以下になる。」 

実験室レベルでは、新還元法にて硼素・リン濃度が10ppm以下を実証している。 

また、USTO-MBでは、本プロジェクトで紹介された技術を活用し、珪藻土（Diatom）

からのSi還元プロセス技術を開発した（純度は99％以上）。 

 

【アウトプット2】 

指標「テストプラントを構築し、そのSi生産能力をSi1t/年以上」 

成果1の研究で開発されたSi還元技術を用いると、生産量が130g/h（弘前大学）にな

ることを実証している。これを年換算するとSi1t以上はクリアしたことになる。テス

トプラントの据え付け完了は2015年6月の予定である。また、USTO-MBからの研修

員（2名）に対し、テストプラントの運営維持管理に係る研修を実施しており、

USTO-MBに据え付け後もインストラクションを実施する計画にある。これら活動を

通じプロジェクト終了後も継続的にテストプラントが運用可能な体制を整えた。 
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【アウトプット3】 

指標「太陽電池の性能（効率、耐久性）の定量的データ蓄積のために、太陽電池の種類

が2種以上で、運用期間が2年以上」 

2013年12月にサイーダ大学に5種類、計10kWの太陽電池が設置され、モニタリング

が行われている。据え付けの遅れにより終了時評価時点で、1年5カ月間の運用とな

っている。モニタリングデータは日本人研究者と共有されている。分析は、6カ月間、

12カ月間2種類の期間のデータを用いて実施されている。分析結果ではサイーダ地域

の自然条件の特性、及び自然条件の変化による5種類の太陽電池の発電効率の変化な

ど性能評価が明らかになった。今後は12カ月間のデータでの分析を行う予定になっ

ている。 

また、2名（太陽電池評価として）の研修員を毎年受け入れ、研修を行った。同研

修では太陽電池モジュール・システムの研修を行い、太陽電池運用に係る十分な知

識を習得した。 

 

【アウトプット4】 

指標「超伝導ケーブル配管をめざしたアルジェリアにおける地中温度の継続的記録（延

べ100日以上）」 

2013年9月にサイーダ大学に地中温度用機材が設置され、地中温度の測定を開始し

た。終了時評価調査時点で375日以上測定が実施されている。インターネットでデー

タのモニタリングができるシステムとなっている。しかし、最近はインターネット

事情により日本からはモニタリングができない。ただし、データはサイーダ大学か

らUSTO-MBを経由し数カ月に一度送付されている。データを分析した結果、対象地

域で最も地中が熱い9月に測定したところ、地中2.5mでは25℃以下になることがわか

った。25℃であれば、日本と同様の超伝導システムが使用可能となる。 

 

【アウトプット5】 

5-1 指標「WebELSサーバー、会議システムの導入」 

WebELSサーバー及び会議システムはUSTO-MB、サイーダ大学に設置され、またア

ルジェリア側は、WebELS用の会議室も整備した。 

5-2 指標「E-Learningによるエネルギー工学講義の実践延べ人数年間8人以上。博士学

生教育延べ5人（以上）」 

アルジェリアのインターネット環境が改善したので、WebELSを活用し講義（無機材

料科学入門）を弘前大学、及びUSTO-MBにて2014年2月7日、3時間実施した。参加

者は約20名。現状の実績は本講義だけであるが、講義は質疑を含めて好評であった。 

 

【アウトプット6】 

指標「日本アルジェリア国際会議を毎年開催」 

計画どおり、毎年実施されている。アルジェリアのプロジェクト関係者だけでなく、

世界各国の研究者を招待し、活動報告、研究に係る情報交換が行われた。また、ア

ルジェリアには学会がないので、若手研究者にとっては、有効な研究発表の機会と
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なった。 

プロジェクト目標の達成状況・見込み： 

プロジェクト目標の達成を検証する2つの指標は部分的に実現された。これらの指標、

及び達成状況は以下のとおりである。 

指標1）ソーラーブリーダー（ソーラーシリコン工場＋Si太陽光発電所）の検証状況 

【達成状況】 

本プロジェクトのコアの技術である高純度シリカの生成、Si還元は日本・アルジェリ

ア国側双方で行われ、砂からのシリコン還元は達成された。現行のSi製造と比較しても、

エネルギー収支は優れ、コストは下回る結果が出ている。なお、USTO-MBでは珪藻土

からのSi還元も成功している。2015年6月にテストプラントの据え付けが完了する計画に

あるので計画どおりアルジェリアでも砂からのSi還元が行われるようになる。 

さらに、ソーラーブリーディングの実現に向けて他機関〔高等教育・科学研究省

（Ministry of High Education and Science Research：MHESR）などの政府機関、他大学、

また民間企業〕のサポートを得るため、これら機関への働きかけを残り期間も引き続き

行っていくことが必要である。 

 

指標2）地球エネルギー新体系の基礎研究、人材開発の基礎確立状況 

【達成状況】 

日本への学生の派遣などを通じ、今までの研究成果から人材育成は着実に行われてい

る。加えて、本プロジェクトで導入された技術のプラットフォームのため、太陽電池・

超伝導に係る博士号・修士号のコースを設置し、組織の強化も行われている。 

また、機材供与により実験設備は整備され、機材、日本で習得した技術を活用し、現

地でも研究は続けられている。まだ実験設備は十分でない部分もあるがアルジェリアの

研究者・学生は1980年代に日本が供与した機材も活用し、現状での施設に工夫を重ね、

日本人研究者のサポートの下、研究成果の創出を行っている。WebELSを活用した遠隔

教育システムも確立され、また、USTO-MBは日本の大学と共同研究に係る覚書

（Memorandum of Understanding：MOU）も締結し、継続的な技術支援体制も構築した。

このことから研究の基礎は確立できた。 

 

（3）効率性 

投入： 

実験機材は通関手続きに長期間（3カ月程度）を要した。その結果、実験、気象データ収

集に遅れが生じた。ただし、成果の達成に大きく影響は与えなかった。また、Si還元用テス

トプラントも日本の経産省の安全保障貿易管理基準に該当したために、1～2カ月の輸送の

遅れが生じた。アルジェリア側の通関手続き、据え付け準備が円滑に行われれば、特に問

題は生じない見込みである。 

 

活動： 

現地での活動が限られるなか、プロジェクト目標の達成に向け、本邦研修、留学生を有

効に活用している。特に、本邦研修で日本の研究に触れることにより、C/Pのモチベーショ
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ンが高まったことが確認されている。その結果、各活動の推進に大きく寄与している。 

 

（4）インパクト 

論文、また学会や本プロジェクトで実施しているフォーラムで本プロジェクトの研究成

果を発表しており、チュニジア、トルクメニスタンなど他国も本研究成果に高い関心をも

っている。特にトルクメニスタンは自国の予算で本プロジェクトの研究を実施する準備を

している。 

また、これら広報活動を通じ、以下のようなインパクトを確認した。 

研究者のネットワークが強まった。あわせて中部大学とUSTO-MBがMOUを締結し、組

織・個人両面の連携が強化された。 

今までUSTO-MBの研究者は日本企業とあまり接触がなかったが、本プロジェクトの研究

を通じ、ネットワークが構築されつつある。 

若手研究者が研究の発表の場を得た（アルジェリアには学会がなく、若手研究者の研究

発表の場は限られていた）。 

 

（5）持続性 

政策面： 

アルジェリアでは、「公共投資政策（2010-2014）」の下、太陽光発電を含めたエネルギー

の多角化を推進している。また、アルジェリアの産業構造、エネルギー構造から鑑みても

ソーラーブリーダーの実現と併せ太陽光エネルギーの推進、また研究者の育成、研究機関

の充実が求められている。そのため、協力終了後も政策支援は継続される見込みである。 

財政面： 

本プロジェクトにおいて、アルジェリア側の負担事項は適切に行われている。また、ア

ルジェリア側予算でも研究にかかる費用は支出されている。今後も本研究をすべく、研究

者配置、機材の運営維持管理について、適切に予算措置がなされていく計画にある。 

組織面： 

サイーダ大学研究者の多くはUSTO-MB出身者であり、もともと研究者同士の交流は活発

に行われている。また、CDERアドゥラルもアルジェリアの再生可能エネルギー研究機関の

役割を負っている。かかる体制の下、日本側も本プロジェクトの研究は継続し実施してい

く予定にある。また、USTO-MBは、研究者養成のための修士課程（太陽光・超伝導分野）

を設立した。そのため、これらプロジェクト関係機関は本プロジェクト完了後も連携を保

ちつつ共同研究を進めていくことが期待される。 

技術面： 

本プロジェクトでの共同研究を通じ、各分野の研究者の育成は行われており、着実に研

究内容が進展している。本プロジェクト終了後も、WebELSなどのシステムを活用、または

フォーラム、セミナーなどの参加により共同研究を実施していくこととなっている。また、

日本の大学とMOUも締結され、技術的なフォローアップ体制は整備されつつある。 
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３－３ 効果発現に貢献した要因 

（1）計画内容に関すること 

特になし。 

（2）実施プロセスに関すること 

USTO-MBのトップレベル（学長・副学長）が本プロジェクトの研究内容に高い関心を示

しており、本プロジェクトの実施に協力的であった。また、現場レベルでも日本人研究者

との研究を通じ、実際に研究成果を経験することにより信頼関係が強くなっていった。 

また、現地活動期間は非常に限られていたが、以下の要因によりコミュニケーションは

円滑であった。 

・本プロジェクトやさまざまなスキームを活用し本邦研修や留学を行ったことにより、

良好な関係が構築された。 

・E-mailや学会などで研究成果は共有されていた。 

・プロジェクト調整員の高いコミュニケーション能力を有したことによりアルジェリア

研究者から信頼を得た。 

・アルジェリア研究者が熱心に英語を学習し、日本人研究者とコミュニケーションを取

るための努力を行ってきた。 

なお、以下のように技術移転も的確に行われていた。 

・日本の研究者はアルジェリア研究者とE-mailや学会などで頻繁に研究成果など活動の情

報共有を行っている。 

・日本への研修員も研修内容をUSTO-MBに頻繁に報告している。 

・その結果、アルジェリアの研究者は導入された機材を活用し、また自ら実験機材を開

発し、研究を行っている。また、研修参加者はアルジェリアに帰国後も高いモチベー

ションをもって意欲的に研究に取り組んでいる。 

日本で研究を実際に体験したこと、また機材導入・技術の習得によりアルジェリアでも

研究が再現できるようになったことがモチベーション向上の大きな要因になっている。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（1）計画内容に関すること 

特になし。 

（2）実施プロセスに関すること 

2011年3月の東日本大震災、及び2013年1月のアルジェリアでの日本人誘拐殺人事件など

不測の事態、また通関手続きに予想以上の時間を要したことにより活動に遅れが生じた部

分があった。 

 

３－５ 結論 

本プロジェクトは、プロジェクト目標である①持続可能なソーラーブリーダーに検証、②地

球エネルギーの新体系の基礎研究、人材開発の基礎確立に向け、活動は順調に実施されている。

各成果においても成果2を除き、計画どおり達成されつつある。 

終了時評価調査時点において、成功の要因となったのは、①日本人研究者が研究の成果を見

せたこと、②アルジェリアの研究者も高いモチベーションをもって研究を行ったこと、③
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USTO-MBの学長や各研究分野のリーダーが本プロジェクトの活動を強力にサポートしたこと、

と分析する。それゆえ、本プロジェクト終了後も、日本・アルジェリア国側双方の協力体制の

下、継続し共同研究が実施されていくことが望まれる。 

３－６ 提言 

（1）Si還元テストプラント設置に係る準備（アウトプット2） 

2015年6月にSi還元テストプラントが据え付けられる計画にある。アルジェリアで円滑な

Si還元プロセスを達成していくため、Si還元テストプラントを継続的に運転・活用すべきで

ある。 

 

（2）機材の安全管理（アウトプット1、3、4） 

日本からUSTO-MB及びサイーダ大学に導入された供与機材の安全かつ適正な維持管理

については引き続き、考慮することが望まれる。 

 

（3）WebELSの活用（アウトプット5） 

WebELSの導入により、日本をはじめ海外との学術的なコミュニケーションが容易になっ

た。アルジェリア側は、若手研究者の教育促進、研究成果の広報のため、WebELSを継続的

に活用していくことが望まれる。 

 

（4）国際的なソーラーブリーダーワークショップやプロジェクト活動に関する広報活動を通じ

ての研究成果の公表（アウトプット6） 

持続的エネルギーフォーラムを通じ、日本・アルジェリア国側双方のネットワークは強

化された。プロジェクト終了後も以下のように、共同研究を継続していく予定にある。 

・国立研究開発法人物質・材料研究機構（National Institute for Materials Science：NIMS）とア

ルジェリア・技術開発総局との包括協力協定の締結。 

・中部大学とUSTO-MBが国際交流協定を締結予定。 

今後は、ソーラーブリーダー構想の実現のため、日本・アルジェリア国側双方の研究者

は明確なビジョンと必要なステップを共有する必要がある。そのためにも、ロードマップ

を策定し、関係機関への働きかけを行っていく必要がある。 

 

３－７ 教訓 

科学技術協力の場合、①本邦研修により実験を実体験する機会の提供、②機材供与により現

地でも実験を再現できる場の整備、③修士・博士号コース設立による、導入された技術を保持

するための体制づくり、そして④学長・副学長や高等教育・科学研究省局長への積極的な働き

かけによる強いトップマネジメント下でのプロジェクト運営が重要である。 

科学技術協力の場合、プロジェクト目標、上位目標の達成に長期間を要する場合がある。導

入された技術の社会実装に向け、本プロジェクト完了後も継続し共同研究をしていくため、日

本側と相手側研究機関とのMOUの締結促進やその他のスキームの紹介（文部科学省の留学生支

援制度）などを実施していくことが望ましい。 

JICA事務所がなく、治安面で特別な配慮が必要な、英語圏以外の国での科学技術協力を含む

技術協力の事業展開は、手続き面、治安面、コミュニケーション面などかなり難しい側面があ
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った。円滑な事業展開には、科学技術協力制度に通じたプロジェクト調整員の配置が不可欠で

あり、コミュニケーション改善が円滑な事業展開に直結するため、早期の調整員配置が重要で

ある。 

 

３－８ フォローアップ状況 

該当なし。 
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Summary of Terminal Evaluation 

I.    Outline of the Project 

Country： 

The People’s Democratic Republic of Algeria 

Project title： 

Sahara Solar Energy Research Center Project 

Issue/Sector：Renewable Energy Cooperation scheme：Technical Cooperation 

（SATREPS） 

Division in charge：Industrial Development and 

Public Policy Department 

Total cost：JPY 300,000,000  

Period of 

Cooperation 

（R/D）： 

November, 2011 to November, 

2015 

（Extension）： 

（F/U） ： 

（E/N）（Grant Aid） 

Partner Country’s Implementing Organization： 

University of Science and Technology of Oran 

“Mohamed Boudiaf （USTO-MB）, Saida 

University, Renewable Energy Development Center

（CDER） Adrar  

Supporting Organization in Japan： 

Tokyo University, Tokyo Institute of Technology, 

Hirosaki University, Chubu University, National 

Institute of Informatics （NII）, National Institute for 

Materials Science （NIMS）, and Shimizu densetsu 

Kogyo Co., Ltd. etc.  

Related Cooperation： 

1. Background of the Project 

The economy of the People’s Democratic Republic of Algeria （hereinafter referred to as 

“Algeria”） has been in strong condition with increasing oil and natural gas export due to surge 

of energy price in recent years. Thus both trade and current balance have been in surplus.  

However, employment absorption rate of this sector is only 2％ of the total. Such sectional 

economic structure to the same sector （occupied about 98％ of export, approximately 50％ of 

GDP and approximately 75％ of revenue of Algeria） become factors of social anxiety.  

President Abdelaziz Bouteflika won the presidential election three times consecutively and has 

established the "Algeria National Action Plan 2009". The plan takes up diversification of 

industry and the human resource development for the diversification as high priority issue, and 

the plan draw up various policies toward the correction of disparities such as 1） expansion of 

opportunities for practical professional education 2） of higher education, and 3） job creation 

for three million people 

 At the same time, in the field of the mainstay energy sector, Algerian government plans to 

figure out the overall picture oil and natural gas of Algerian national energy resources and to 

carry on research study aimed to strategic utilization. In addition, as a priority research topics 

Algerian government takes up aggressive research development （such as development of policy 

and regulations, promotion of research and development, and industrialization） related to next 

generation renewable energy. 
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Particularly, solar power generation is placed as the most important issue in terms of 

promoting science and technology, formulating and creating new jobs opportunity, and 

industries, in addition expanding local power supply network and stable power supply. 

Internationally, in the absence of energy committee in Africa, Algerian government advocated 

an establishment of African Energy Commission （the headquarters is located in Algiers）, and 

realized the commission taking over the seven years this Commission. It has become a driving 

force to promote mutually complementary cooperation and integration of energy in continent 

scale. 

In addition, Algerian government proposed clean development mechanism in the region based 

on three components such as 1） reduction of flare gas by devising and implementation of 

trans-Sahara gas pipeline project linking from Niger and Nigeria to Algeria, 2） securing 

resources for solar power and improvement of energy efficiency and 3） strengthening network 

of intra-African research institutions. Algerian government functions as a base to spread new 

technology to African countries and of natural energy supply. Moreover in the COP-new phase 

development, Algerian government plays a leading role for search of global warming prevention 

measures in Africa as African Group chairperson.  

In this circumstance, Algerian government has positioned “solar power generation” as the top 

priority field for next generation energy, thus Algerian government requested assistance to Japan 

which owes advanced technology in this field, through the "global issues corresponding 

international science and technology cooperation". 

The project has a purpose to verify the possibility of sustained expansion of solar breeder 

（solar power plants and solar silicon factory）, and to establish basic research of new earth 

energy system （performance of solar cells, introduction of a superconducting cable） and to 

establish basic human resources development. The project has been carried out with USTO-MB, 

Saida University and CDER Adrar as a counterpart （C/P） organization. The project has 

implemented in the plan for five years from November 2010 to November 2015, currently one 

expert in long-term expert as a project coordinator has been dispatched. 

 

 

2. Project Overview 

（（（（1）））） Project Purpose 

To verify the feasibility of sustainable scaling up of the solar breeder concept （construction of Si 

solar cell plants and solar power plants） and to establish basic research and education for new 

global energy supply system. 

 

（（（（2）））） Outputs 

[Output 1] 

To develop Si reduction process not from the widely used silica stone but from abundant sand in 

the desert by designing new thermodynamics for Si production. 
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[Output 2 ] 

To construct a Si production test plant from sand and to establish Si reduction process in Algeria. 

[Output 3] 

To find problems and solutions in the use of solar cells in the desert by accumulating quantitative 

data about cell performance such as efficiency and reliability and to find new applications of solar 

energy in this area. 

[Output 4]  

To point out problems with operation of high critical temperature superconducting cable system 

and to find out solutions for them. 

[Output 5] 

To establish bases for energy engineering education in the Africa area and to perform remote 

education by complex education system with the use of WebELS system which was developed in 

Japan. 

[Output 6] 

Organizing Annual Sahara Solar Energy Workshop alternately in Japan and Algeria. 

 

（3） Inputs 

Japanese side： 

Dispatch of Experts：Forty five short-term experts/researchers and one long-term expert 

（Project Coordinator）  

Equipment *（ ）Number of procurement in the project： 

 Scanning Electron Microscope（SEM-EDX） （1）, Atomic Force Microscope （AFM） （1）, 

Optical microscope（1）, Deionized water （DIW） （1）, Solar Panel monitoring（1）, Weather 

monitor（1） and WebELS server（1） 

Trainings in Japan：54 persons 

Total Cost：  JPY 148,327,000 （by the end of March 2015）        

Algerian side： 

Assignment of counterpart personnel： Thirty seven researchers and eighteen PhD and Master 

course students in total 

Provision of facilities：Working spaces for Japanese experts and installation space for WebELS 

and for procured equipment in laboratories in USTO-MB 

Local cost：Approximately 54,313 thousand DA （as of April, 2015） 

II. Review Team 

Members of 

Review 

Team 

Mr. Kaoru Suzuki, Leader, Senior Advisor （Energy）, Industrial Development and 

Public Policy Department, JICA 

Mr. Takayuki Kurita, Evaluation Analysis, Senior Consultant, ICONS Inc. 

Mr. Noboru Okada, Interpreter, Japan International Cooperation Center 

Dr. Kotaro Inoue, Principal fellow, Japan Science and Technology Agency 
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Period of 

Review 

April 18 to 30, 2015 Type of Evaluation：Terminal Evaluation 

III. Results of Review 

1. Summary of Achievements 

（（（（1）））） Activities under Output 1 

1-1 To design thermodynamics for Si production process：100％ has been achieved. 

1-2 Purification of sands from the desert：100％ has been achieved. 

1-3 To develop Si reduction techniques from the sands （SiO2） in the desert  （*solely in Japan）：

100％ has been achieved. 

 

（（（（2）））） Activities under Output 2 

2-1 To tune the reduction apparatus in Japan：100％ has been achieved. 

2-2 To set up the reduction apparatus in Algeria： 

100％ expects to be achieved by June, 2015. 

2-3 To establish the Si reduction process in Algeria： 

100％ expects to be achieved by July, 2015. 

 

（（（（3）））） Activities under Output 3 

3-1 To get and set up solar panels：100％ has been achieved. 
3-2 To collect the data and to find problems and solutions： 

100％ expects to be achieved by September, 2015. 
3-3 To find applications：100％ expects to be achieved by September, 2015. 

 

 （（（（4）））） Activities under Output 4 
4-1 To get and set up measurement system：100％ had been achieved. 

4-2 To collect and analyze data：100％ had been achieved. 

 

（（（（5）））） Activities under Output 5 

5-1 To establish infra-structure for the use of WebELS system and to educate instructors in Algeria：

100％ had been achieved. 

5-2 To support the research works in SSERC at USTO and to educate engineers in the field of global 

energy by the use of WebELS：100％ had been achieved. 

 

（（（（6）））） Activities under Output 6 

6-1 Organizing Annual Sahara Solar Energy Workshop alternately in Japan and Algeria： 

100％ had been achieved. 

 

2. Summary of Evaluation Results 

（（（（1）））） Relevance 

The Algerian industry depends largely on the fossil energy such as gasoline and natural gas. 

However, there is concern of the depletion of these resources. In addition, the employment rate of 

the fossil energy industry sector is only around 2 ％. In such a context, the Algerian government is 

promoting technology development such as Solar power energy to create employment by 
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diversifying the energy and the industry. As the Project has conducted to develop the new 

technology of solar breeder and to diversify the energy and the industry, the Project is relevant to 

the Algerian needs. 

USTO-MB is an institution of higher technician training. Researches of electrical also have been 

implemented in USTO-MB, and USTO-MB has been involved in the targeting research of the 

Project before the Project started. Also Saida University has a strong cooperation with USTO and 

Saida University is located close to desert area, which is in the proper location to install solar cell 

and measurement equipment for superconducting.  

The CDER Adrar is a research institute of renewable energy in Algeria, research contents of the 

Project correspond exactly. 

 

（（（（2）））） Effectiveness 

Achievement of the Outputs 

[Output 1] 

<Indicator of Output 1> “To obtain Si with a B/P concentrations of less than 10 ppm with the use of 

the new reduction method from SiO2 in 2015”. 

In laboratory level in Japan, it has been verified that Si with B/P concentration is less than 

10ppm with a new Si reduction process. Moreover researchers of USTO-MB developed Si 

reduction process from diatom utilizing technology introduced under the Project （the purity is 

more 99％）. 

 

 [Output 2] 

<Indicator of Output 2> “To construct a Si plant with a production rate of 1 ton/year”.  

It was verified that 130g/h of Si produced with Si reduction process developed in research in 

Output1 （at Hirosaki University）. When the results is converted to amount of production per 

year, more than one ton of Silicon production was to be achieved. 

Installation of the Si production test plant plans to be completed in June, 2015. The Project 

conducted training on operation and maintenance of the test plant for two （2） researchers from 

UDTO-MB. In addition, after the installation, the Project plans to have instruction for the test 

plant. Through these activities, the Project established a system to operate and maintain the test 

plant continuously even after the completion of the Project. 
 

[Output 3] 

<Indicator of Output 3> “To obtain operational records of two types of solar cells at least for more 

than two years to accumulate quantitative data about cell performance such as efficiency and 

reliability”. 

Five types of solar cells which has a total of 10kW was installed at Saida University in 

December, 2013, and its monitoring has been conducting. Due to delay of solar cell installation, 

the solar cells have been operated for one year and five months as of the terminal evaluation. The 

monitoring data has been shared between Algerian researchers and Japanese researchers. The 
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analysis has been carried out using two kinds of data （data for six months and twelve months）. In 

the results of the analysis, characteristics of outdoor conditions in Saida area and performance 

evaluation such as power generation efficiency of the five types of solar cells due to changes of 

the natural conditions were clarified. It is scheduled to perform the analysis using data for 12 

months in the future.  

I addition, the Project has receive two researchers （for solar cell evaluation）. The Project has 

conducted training about solar cell system, and the trainees acquired enough knowledge about 

solar cell operation. 

 

[Output 4] 

<Indicator of Output 4> “To obtain consecutive temperature data in the ground of Algeria for more 

than 100 days for burying the superconductor cables” 

Underground temperature measuring equipment was installed in September 2013, and the 

Project started to measure the earth temperature. The monitoring has been conducted for more than 

375 days as of the terminal evaluation. The system is capable to monitor the data on the internet. 

However due to internet circumstances in Saida University, the Japanese researchers are not able 

to monitor the data from Japan these days. Therefore the data has been sent by researchers of 

Saida University by way of researchers of USTO-MB every a few months. As a result of 

measurement in September which the earth temperature is the hottest, it is clarified that earth 

temperature is less than 25℃ as long as 2.5m underground level. Similar superconducting system 

in Japan is usable. 

 

[Output 5] 

<Indicator of Output 5>  

5-1 “To introduce the WebELS server and the meeting system to USTO-MB” 

WebELS server and the meeting system were installed at USTO-MB and Saida University, and 

USTO-MB established a meeting room for WebELS. 

5-2 “To educate more than 8 engineers a year by the energy engineering course through E-learning and 

to educate 5 Ph.D. students in total” 

As internet system in Algeria was improved, the Project held a lecture （Introduction to 

Inorganic Material Science and Process） using WebELS at Hirosaki University and USTO-MB 

for three hours on 7 February, 2014.A number of the participants was approximately twenty （20）. 

So far only once lecture on WebELS has been held, however the lecture was attracted favorite 

comment. 

 

[Output 6] 

<Indicator of Output 6>  “Organizing Annual Sahara Solar Energy Workshop alternately in Japan 

and Algeria” 

The workshop has been held annually as planned. The project has invited not only Algerian 

researchers involved in the Project but also researchers worldwide.  
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In the workshop the Project activity report and information exchange about the research has 

been held. As in academic society has not established, the workshops were utilized as effective 

opportunities for young Algerian researchers to present their research. 

 

Achievement of the Project Purpose 

Two verification indicators set for achieving the Project Purpose are partially realized. Each 

indicator and their degree of achievements are as follows.  

Indicator 1） “Current feasibility situation of sustainable solar breeding with solar power plants and 

cell production plants.” 

[Degree of achievement] 

Generating a high-purity silica and silicon reduction, which is the core of the technology in the 

Project are carried out in both Japan and Algeria. Silicon reduction from sand has been achieved. 

Cost and energy balance of Silicon reduction with the technology has come up with a result that is 

less than the current silicon manufacturing. It should be noted that silicon reduction from diatom 

have been successful in USTO-MB. As installation of a test plant is completed in June 2015, 

silicon reduction from the sand will be carried out in Algeria as planned. Furthermore towards the 

realization of solar bleeding, it is necessary to continuously promote to other organizations 

（government institution such as Ministry of higher education and scientific research, other 

universities, and private companies） in order to get support from these organizations in the 

remaining period of the Project. 

 

Indicator 2） “Current situation of establishing basic research and education for new global energy 

supply system”. 

[Degree of achievement] 

Through the dispatch of students and researchers to Japan, human resource development have 

been carried out steadily from research results under the Project so far. 

In addition, USTO-MB established a PhD and master's degree courses related to solar cells and 

superconductivity for platform of technology introduced from Japan. Thus, the organization 

capability as a research institute also has been strengthened through the Project. 

The experimental equipment by equipment provision under the Project, researchers and students 

in Algeria has been continued by utilizing equipment procured under the Project and technologies 

introduced from Japan. Despite experimental equipment is not enough in some fields in 

USTO-MB, researchers and students in Algeria have achieved outputs, utilizing equipment 

granted by Japan in 1980’s and devising present facilities under support from Japanese 

researchers. Remote education system utilizing WebELS also been established. Moreover 

USTO-MB is also signed MOU with Japanese universities. Therefore continuous technical support 

system was also constructed. Thus, basis of research was already established. 
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（（（（3）））） Efficiency 

Efficiency of Inputs： 

The custom clearance for equipment took long time （ approximately three months） . 

Consequently, the metrological data collection and some experiments get delayed. The test plant 

for the Si reduction being subjected to the security trade control standard of Ministry of Economy, 

Trade and Industry （METI） in Japan, the shipping of the test plant get delayed from one to two 

months. However, if the custom clearance of this equipment and the setting up of the equipment 

are carried out smoothly, there is no concern about the progress of the Project. 

 

Efficiency of Activities： 

Although Activities in Algeria is so limited for Japanese researchers, the Project utilized 

schemes such as training in Japan and receiving students effectively in order to achieve the project 

purpose. In particular, it is confirmed that by being exposed to Japanese research, motivation of 

Algerian researchers has been increased. These inputs contribute to promote each activity. 

 

（（（（4）））） Impact 

The outputs of the research which were presented by means of scientific literature, academic 

meeting, and the forum of this project which raised the interest of some countries such as Tunisia, 

Turkmenistan. Particularly Turkmenistan is ready to implement the same research by their own 

budget. 

Furthermore, the flowing impacts are found through these public relation activities. 

- Networking among researchers was strengthening. In addition, Chubu University and USTO-MB 

signed on MOU, and relationship was strengthened institutionally and individually.  

- Before the Project Algerian researchers did not have connection to Japanese companies. However 

through the Project the connection has been constructed. 

Young Algerian researchers obtained opportunities to present their research output （As here is not 

academic societies in Algeria, and it is difficult to present research output for young Algerian 

researchers）. 

 In addition, it is noted that utilizing the technology introduced under the Project, Algerian 

researchers proposed pure silica production from Diatom which is available in huge amount of 6 

million tons at a low price. 

 

（（（（5）））） Sustainability 

Policy aspects： 

Algeria is promoting to diversify the energy such as Photovoltaic energy under the policy of 

public investment （2010 to 2014）. It is advantageous for Algeria to realize the solar breeder 

technology and make progress in the field of Photovoltaic energy because of the structure in the 

industrial and energy sector. Algerian government support for this activity is likely to be 

maintained even after the Project is completed. 
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Financial Aspects： 

The part in charge of the Algerian side is provided as planned. There is a part of research 

financed by the Algerian side. In the future, the Algerian side is willing to provide the budget for 

the assignment of researchers and the operation and maintenance cost of equipment in order to 

continue the research. 

 

Organizational Aspects： 

Many researchers of Saida University are graduated from USTO-MB. In this circumstance, the 

relationship between two universities is very active. Also, CDER Adrar plays role of the 

renewable energy institute in Algeria. Japanese side is willing to continue the research of the 

Project in the future. In USTO-MB, the master course in the field of PV and superconductivity was 

created in order to have researchers in this field. In this condition, these institutes are likely to 

conduct the collaborative research by maintaining the relationship with Japanese researchers 

through PhD and master course even after the Project is completed. 

 

Technological Aspects： 

A number of researchers are have been prepared to accomplish their task  in each field through 

the collaborative research of the Project which will be continued by means of WebELS and 

participation to forums and seminars etc. even after the Project is completed. Moreover USTO-MB 

schedule to sign on MOU with Japanese University. Thus, the condition required to follow up 

technically is on the way to be secured. 

 

3. Factors that Promoted Realization of Effects 

（（（（1）））） Factors Relevant to Planning 

None. 

 

（（（（2）））） Factors Relevant to the Implementation Process 

 The rector and the vice-rector of USTO-MB are very interested in the Project and willing to 

support to carry out activities under the Project. Through the collaboration research under the 

Project between two parties in laboratory level by experiencing research output, relationship 

between both parties have been strengthening. 

In addition, despite the very limited activities in Algeria for Japanese researchers, the two 

parties has maintained a good communication because of the factors as follows： 

- Utilizing the Project and other schemes, Algerian researchers and students have opportunities for 

trainings and studies in Japan. Through these opportunities good relationship between two parties 

have been constructed. 

- Sharing information regarding their works by email or in academic meetings; 

- A good communication skill of the Project coordinator enabling to win the confidence among the 

Algerian researchers; 

- Willingness of the Algerian researchers to communicate in English with the Japanese researchers 
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Moreover technical transfer has been also conducted adequately as follows. 

- Information sharing regarding the research results among the researchers of two parties contacting 

frequently by email or academic meeting, etc.; 

- Counterpart trainees’ reports to USTO-MB regarding the content of their training in Japan. 

- On the basis of this, the Algerian researchers have been carried out their research, utilizing the new 

equipment installed under the Project, and develop some devices for experimentation by themselves. 

The former trainees also play active roles for the researches in Algeria with high motivation.  

By having experiences to research in Japan, installing the equipment and acquiring technology, 

Algerian researchers have environment in Algeria to continue their research in Japan. The factor 

contribute to improvement of their motivation to carry their research. 

 

4. Factors that impeded realization of effects 

（（（（1）））） Factors Relevant to Planning 

None. 

 

（（（（2）））） Factors Relevant to the Implementation Process 

Some parts of the activities in the project delayed due to unanticipated situation such as the 

Great East Japan Earthquake in March, 2011 and hostage restraint incident in January, 2013 and to 

take longer time than expected for custom clearance. 

 

5. Conclusion 

The Project has been carried out smoothly forward to achieve the Project Purpose 1） to verify the 

feasibility of sustainable scaling up of the solar breeder concept （construction of Si solar cell plant 

and solar power plants） and 2） to establish the basement for research and educational activities on 

new global energy supply system. 

As of Terminal Evaluation, each output of the Project has been achieved as planned except for 

Output 2 It is evaluated that the keys for success of the Project is 1） research target is clear 

（ Japanese researchers demonstrate what shall be done to achieve the Output through their 

research）, 2） Algerian researchers conducted their research with high motivation. 3） Rector and 

Leader of USTO-MB support the Project activity with strong willing. 

Therefore even the completion of the project joint research expects to be conducted continuously 

under the framework of Japan and Algeria cooperation policy 

 

6. Recommendations 

(1) Preparation to install Si reduction test plant （（（（Output 2）））） 

 The Si production test plant plans to be installed at USTO-MB in June 2015. First, the Project 

should continuously operate the Si production test plant smoothly to establish sustainable Si 

reduction process in Algeria. 

 

(2) Safety and appropriate measures for equipment （（（（Output 1, 3 and 4）））） 

 It is expected to take necessary safety and appropriate measures continuously for equipment which 

has been procured and installed at USTO-MB and Saida University under the Project. 
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(3) Utilization of WebELS （（（（Output 5））））  

 By installing WebELS system, academic intercommunion among Japan and many countries in the 

world will work easily. Algerian side should utilize WebELS continuously because WebELS is 

useful to facilitate education for young researchers and for dissemination of research output. 

 

(4) Dissemination of the research result of the project （（（（Output 6）））） 

 Through several international sustainable energy forums, network between Japanese and Algerian 

researchers has been strengthened. The researchers would be willing to extend the collaborative 

research to the next stage;  

- NIMS and DGRSDT already signed on comprehensive cooperation agreement. 

- Chubu University and USTO-MB are willing to sign an MOU on research and education, mainly 

for superconducting power transmission system.  

Thus structure to carry out research continuously has been constructed. It is necessary that the 

researchers of Japanese and Algerian sides should share clear vision and necessary step to realize 

solar breeder. Besides, the researchers of both sides should design road map such as;  

in order to help promoting new visions for Algerian government, to strengthen network of the 

Algerian energy industry （including silicon production and renewable energy industries）, and to 

facilitate institutional improvement on human resource development.  

 

7. Lessons Learned 

 In case of SATREPS, it is important to manage a project （1）to provide a opportunities to 

experience actual experiment by trainings in Japan, （2） to develop a place to replicate the 

experiment by procurement of equipment, （3） to establish master and PhD course to hold 

technology introduced under a project and （4） under strong top management by rector. 

 Moreover, in case of SATREPS, there are some cases to take long time to achieve a project purpose 

and overall goal. Toward the social implementation of the technology introduced under the project, 

it is expected to promote to sign MOU between Japanese and recipient institutes and to introduce 

other schemes （such as international student supported by Ministry of Education, Culture, Sports, 

Science and technology in Japan（MEXT））. 

There were some fairly difficulties in procedural, security and communication aspects in technical 

cooperation projects implementation including SATREPS in non-English speaking countries where 

does not have JICA office and requires special considerations in security aspects. In order for 

smooth project implementation it is essential to arrange project coordinator who deeply understand 

frameworks of SATREPS, and as communication improvement links to the smooth project 

implementation, it is important to arrange the project coordinator in the early stage of the project.  

 

8. Follow-up Situation 

（Not applicable） 
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第１章第１章第１章第１章    終了時評価調査の概要終了時評価調査の概要終了時評価調査の概要終了時評価調査の概要 

 

１－１ 調査の目的 

本終了時評価調査の目的は、以下のとおりである。 

（1）「サハラを起点とするソーラーブリーダー研究開発プロジェクト」（以下、「本プロジェク

ト」と記す）は 2010 年 11 月から開始され、2015 年 11 月に終了する計画となっている。プ

ロジェクトの残り期間が 6 カ月になることから、プロジェクトの投入実績、活動実績、計画

の達成度を取りまとめ評価する。 

（2）評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点からレビューを行う

とともに、プロジェクトの実施に影響を及ぼしている促進要因、阻害要因を確認する。 

（3）国立研究開発法人科学技術振興機構（Japan Science and Technology Agency：JST）の調査団

員の参加・協力を得て、科学技術的観点から本プロジェクトの成果と課題について評価を行

う。 

（4）以上の結果を踏まえて、残りのプロジェクト期間で取り組むべき課題を抽出し、課題及び

今後の方向性について確認する。 

（5）合同評価報告書として取りまとめ、アルジェリア側と合意する。 

 

１－２ プロジェクトの概要 

（1）プロジェクトの背景 

アルジェリア民主人民共和国（以下、「アルジェリア」と記す）経済は、近年のエネルギ

ー価格高騰を背景に主力の石油・天然ガスセクターが好調で、貿易収支、経常収支とも黒字

幅は拡大を続け 2005 年以降は対 GDP 費 10％以上の黒字を達成、1 人当たり GDP も 4,000 ド

ル前後と中進国入りしつつある。しかし、同セクターの雇用吸収率は全体の 2％にすぎず、

同セクターへの偏重型経済構造（アルジェリア輸出の約 98％、GDP の約 50％、歳入の 75％）

は、所得格差や社会的格差の拡大など、さまざまな社会的不安要因となっている。2009 年に

3 選を果たしたブーテフリカ大統領は、「アルジェリア国家行動計画 2009」を策定、産業の

多様化とそれを担う人材育成を最重要課題とし、実践的な専門教育や高等教育機会の拡充

（今後 5 年間で 200 万人の大学就学・教授陣の 50％増員など）、5 年間で 300 万人の雇用創

出など、格差是正へ向けたさまざまな政策を打ち出している。特に、科学技術振興には重点

を置き、科学調査研究に対し 5 年間で 1,000 億ディナール（約 1,300 億円相当）の助成を行

うとしている。同時に、主力のエネルギー分野では、石油・天然ガスなどアルジェリアエネ

ルギー資源の全体像の把握（埋蔵量や新たな採掘サイト）と戦略的活用へ向けた調査研究を

進めるとともに、エネルギーの多様化を進める観点から、太陽光発電など再生可能な次世代

エネルギーに係る積極的な研究開発（政策・規制の整備や研究開発の促進、産業化）を重点

研究課題として掲げている。特に太陽光発電は、科学技術振興や新規産業の形成・雇用創出、

さらに、地方への電力供給網の拡充と安定的な供給の観点から、最重要分野として位置づけ

ている。国際的には、地域レベルのエネルギー委員会が不在のアフリカで、アフリカ・エネ

ルギー委員会（African Energy Commission：AFREC）の設立（本部アルジェ）を提唱し、こ

れを 7 年かけて実現させて、大陸規模のエネルギー協力や相互補完的統合の推進に係る牽引

役となっている。また、アルジェリアからニジェール、ナイジェリアを結ぶトランスサハラ・
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ガスパイプライン計画の考案・実施による フレアガスの削減や、太陽光発電のための資源

確保、エネルギー効率の向上、アフリカ域内研究機関ネットワーク強化の 3 つを柱とした域

内クリーン開発メカニズムを提唱し、アフリカ諸国への新技術の波及や自然エネルギー供給

に係る拠点としての機能を果たすとともに、COP 新フェーズ策定では、アフリカ・グループ

議長として、アフリカでの地球温暖化防止対策の模索に係る主導的な役割を担っている。こ

うした背景からアルジェリア政府は 「太陽光発電」を次世代エネルギーの最重点分野に位

置づけ、同分野において先進的な技術を有するわが国に対し、「地球規模課題対応国際科学

技術協力（Science and Technology Research Partnership for Sustainable Development：SATREPS）」

事業による支援を要請してきた。本プロジェクトは、ソーラーブリーダー（ソーラーシリコ

ン工場と Si 太陽光発電所）の持続的な拡大の可能性を検証し、地球エネルギー新体系の基礎

研究（太陽電池の性能、超電導ケーブルの導入）、人材開発の基礎を確立することを目的と

し、①Si 製造の熱力学プロセス、②Si 製造テストプラント、③太陽電池の性能、④高温超電

導ケーブル運用、⑤Web 版遠隔教育システム（Web-Based E-Learning System：WebELS）導入、

⑥サハラソーラーエネルギー技術開発ワープショップ開催の 6 つの協力分野からなる案件で

ある。オラン科学技術大学（University of Science and Technology of Oran “Mohamed Boudiaf”：

USTO-MB）を中心に、サイーダ大学、再生可能エネルギー開発ユニット（Renewable Energy 

Development Center：CDER）をカウンターパート（Counterpart：C/P）機関として、2010 年

11 月より 2015 年 11 月まで 5 年間の予定で実施されており、日本の研究者が短期専門家とし

て派遣されている。また、2012 年 10 月からは 1 名の長期専門家（業務調整）を派遣中であ

る。 

 

（2）プロジェクト目標 

ソーラーブリーダー（ソーラーシリコン工場＋Si 太陽光発電所）の持続的な拡大の可能性

を検証し、地球エネルギー新体系の基礎研究、人材開発の基礎が確立される。 

 

（3）成果 

以下の 6 つの成果が設定されている。 

成果 1：Si 製造の熱力学的プロセスデザインを行い、現在用いられている珪石ではなく、砂

漠に豊富にある硅砂を原料とする Si 還元プロセス技術を開発する。 

成果 2：砂を原料とする Si 製造のテストプラント構築とアルジェリア側 Si 還元プロセスの

確立。 

成果 3：各種太陽電池の性能（効率、耐久性）の定量的データを蓄積し、砂漠地域における

太陽電池の活用法における課題と対策を整理する。また、この地域における太陽エネル

ギーの新しい活用法についての検討を行う。 

成果 4：高温超伝導ケーブルシステム運用に関する問題点の摘出と対策の提示。 

成果 5：アフリカ地域のエネルギー工学研究の拠点を形成し、日本発の多機能遠隔教育・情

報交流システム：WebELS を活用した（複素エネルギー）遠隔教育・研究を行う。 

成果 6：サハラソーラーエネルギー技術開発ワークショップの開催（日本・アルジェリア交

互：2011-2016） 
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（4）活動 

1-1 Si 製造の熱力学的プロセスデザイン。 

1-2 砂の高純度化。 

1-3 砂漠の砂（シリカ：SiO2）を原料とする Si 還元プロセス技術の開発（日本のみ） 

 

2-1 日本での装置調整。 

2-2 アルジェリア側への装置導入。 

2-3 アルジェリア側 Si 還元プロセスの確立。 

 

3-1 太陽電池パネルの調達と据え付け。 

3-2 データの収集、課題と対策の整理。 

3-3 活用方法の検討。 

 

4-1 測定装置の調達と据え付け。 

4-2 データの収集、課題と対策の整理。 

 

5-1 WebELS システムを活用するインフラの構築。指導員の養成。 

5-2 USTO-MB に開設するサハラソーラーエネルギー研究センター（SSERC）における上記

研究支援とともに、WebELS を活用した地球規模エネルギー分野の研究者育成支援。 

6 日本アルジェリア国際会議を毎年開催。 

 

（5）プロジェクト期間 

2011 年 11 月から 2015 年 11 月 

 

（6）相手国協力機関 

オラン科学技術大学（USTO-MB）を代表とし、サイーダ大学、再生可能エネルギー開発

ユニット（CDER）が本プロジェクトに参画している。 

 

１－３ 調査団の構成 

（1）JICA 

担当分野 氏 名 所 属 現地調査期間 

総括 鈴木 薫 独立行政法人国際協力機構 

産業開発・公共政策部 参事役 

4/25～5/1 

評価分析 栗田 貴之 株式会社アイコンズ 

シニアコンサルタント 

4/18～4/30 

通訳 岡田 登 一般財団法人日本国際協力センター 4/18～4/30 
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（2）JST 

担当分野 氏 名 所 属 現地調査期間 

科学技術計

画・評価 

井上 孝太郎 国立研究開発法人科学技術振興機構 

上席フェロー 

4/24～5/1 

 

また、日本側研究機関から以下の 2 名が現地調査に参加した。 

担当分野 氏 名 所 属 現地調査期間 

研究代表 鯉沼 秀臣 東京大学新領域創成科学研究科 

客員教授 

4/24～5/1 

 伊高 健治 弘前大学北日本新エネルギー研究所 

准教授 

4/24～4/30 

 

１－４ 調査日程 

現地調査は 2015 年 4 月 18 日～4 月 30 日までの期間で実施された。 

現地調査日程の概要は以下のとおりである。 

【団員の現地調査スケジュール】 

日付  内 容 

4 月 18 日 土 （評価分析、通訳団員）成田発 → パリ着 

19 日 日 パリ発 → オラン着 

20 日 月 USTO-MB との協議、インタビュー実施 

21 日 火 USTO-MB との協議、インタビュー実施 

22 日 水 オラン→サイーダ 

サイーダ大学との協議、インタビュー実施 

サイーダ→オラン 

23 日 木 USTO-MB との協議、インタビュー実施 

24 日 金 資料整理、評価報告書案の作成 

25 日 土 資料整理、評価報告書案の作成 

（JST）パリ発 → オラン着 

26 日 日 団内会議（調査結果の情報共有） 

（総括）パリ発 → オラン着 

27 日 月 USTO-MB 学長への表敬訪問 

USTO-MB にて評価報告書に係る会議、研究設備視察 

28 日 火 USTO-MB にて評価報告書の署名式 

Si 還元テストプラント設置準備状況の確認、WebELS 設備の確認 

29 日 木 （総括、JST）オラン発 → アルジェ着 

在アルジェリア日本大使館への表敬、調査結果報告 

（評価分析、通訳団員）オラン発 → パリ着 → 
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30 日 金 （総括、JST）アルジェ発 → オラン着 

高等教育・科学研究省への表敬、調査結果報告 オラン発 → パリ着→ 

（評価分析、通訳団員）→ 羽田着 

5 月 1 日 土 （総括、JST）→ 羽田着 

 

※合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）は、5 月 10 日（調査団帰国後）、国立研

究開発法人物質・材料研究機構（National Institute for Materials Science：NIMS）にて、アルジ

ェリア側研究者を招いて実施された。なお、アルジェリア側の研究者は、本プロジェクト・第

5 回 Asia-Arab Sustainable Energy Forum（5 月 11 日～13 日の日程で NIMS、筑波大学で開催）の

ため、来日していた。 

 

１－５ 主要面談者 

（1）高等教育・科学研究省 

 氏 名 所 属・役 職 

1 Mr. Arezki Saidani 大学間交流・協力ディレクター 

 

（2）USTO-MB 

 氏 名 所 属・役 職 

1 Prof. Aicha DERDOUR 学長 

2 Prof. TAIEB BRAHIMI Abdelhalim 電気工学学部長 

3 Pr. Tebboune Abdelghani 物理学部学部長 

4 Prof. Boudghene Stambouli Amine 教授 

5 Prof. Flazi Samir 超電導分野リーダー 

6 Dr. Ali Tahri 太陽電池分野リーダー 

7 Prof. Saad Hamzaoui Si 還元分野リーダー 

8 Dr. Bendella Fatima WebELS 分野リーダー 

9 Mr. Chali Abderkhadel 電気工学部事務長 

10 Prof. Berrached Nasr Eddine 副学長（計画担当） 

11 Prof. Bouamrane Rachid 副学長（研究・大学院担当） 

12 Mr. Mustapha Abdelatif ネットワーク責任者 

13 Dr. M. Zerdali 研究者 

14 Kadri Laid 学生（博士号） 

15 Khiat Abdelmadjid 学生（修士号） 

16 Benghabrite Sihem 学生（博士号） 

17 Chewki Zegadi 学生（博士号） 

18 Medeghri Shahrazed 学生（博士号） 

19 Redjati Alaa Eddine 学生（修士号） 

20 Si Ali Mokhtaria 学生（博士号） 

21 Fergani Ouanassa Samia 学生（博士号） 



 

－6－ 

（3）サイーダ大学 

 氏 名 所 属・役 職 

1 Prof. Feth-allah Ouhbi Tebboune 学長 

2 Prof. Y. Miloud 教授 

3 Dr. M. Mostefai 講師 

4 Dr. A. Miloudi 講師 

5 Dr. A. Zahaf 講師 

6 Mr. M. Derikadui, ネットワークマネジャー 

 

（4）日本側研究者 

 氏 名 所 属・役 職 

1 鯉沼 秀臣 東京大学新領域創成科学研究科 客員教授 

2 黒川 浩助 東京工業大学統合研究院ソリューション研究機構 

特任教授 

3 清水 政義 清水電設工業株式会社 会長 

4 角谷 正友 物質・材料研究機構 次世代太陽電池センター 

主幹研究員 

5 岡本 裕二 筑波大学数理物質科学研究科物性・分子工学専攻 

6 上野 晴樹 国立情報学研究所 情報学プリンシプル研究系 

名誉教授 

7 伊高 健治 弘前大学北日本新エネルギー研究所 准教授 
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第２章第２章第２章第２章    評価の方法評価の方法評価の方法評価の方法 

 

２－１ 評価の項目と手法 

今回の終了時評価調査は、JICA 事業評価ガイドライン改訂版「プロジェクト評価の実践的手法」

及び「新 JICA 事業評価ガイドライン 第 1 版」に準拠して行った。評価の方法は以下のとおり

である。 

 

２－２ 調査項目 

２－２－１ プロジェクトの実績の確認 

討議議事録（Record of Discussion：R/D）、活動計画（Plan of Operation：PO）に沿ってプロジ

ェクトの投入実績、アウトプット、プロジェクト目標が達成された度合いの検証を行った。 

 

２－２－２ 実施プロセスの検証 

プロジェクトの実施プロセスは以下の事項を確認することにより検証された。 

① 活動が計画どおり実施されてきたか。計画より遅れがある場合、問題の所在と対策を明

確にする。 

② プロジェクトのモニタリングやプロジェクト内のコミュニケーションが円滑に行われ

ているか検証した。 

 

２－２－３ レビュー項目ごとの分析 

表-1 の評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点に基づいた収集

データの分析を行った。なお、本調査は終了時評価調査であるため、評価にあたっては、プロ

ジェクト目標の達成見通し、プロジェクトの効率性と持続性に焦点を当てた。 

 

表－１ 評価 5 項目と主な確認事項 

項 目 視 点 

妥当性 

（Relevance） 

プロジェクト目標や上位目標が、評価を実施する時点において妥当か

（受益者のニーズに合致しているか、相手国の問題や課題の解決策と

して適切か、アルジェリアと日本側の政策との整合性はあるか、プロ

ジェクトの戦略・アプローチは妥当か）などを問う視点。 

有効性 

（Effectiveness） 

プロジェクト目標達成の見込みはあるか、アウトプットのプロジェク

ト目標への貢献度、目標達成の貢献・阻害要因、外部条件は何かなど

を問う視点。 

効率性 

（Efficiency） 

プロジェクトのアウトプット産出状況の適否、アウトプットと活動の

因果関係、活動のタイミング、コストなどとそれら効果について問う

視点。 

インパクト 

（Impact） 

上位目標達成の見込み、上位目標とプロジェクト目標の因果関係、正

負の波及効果などを問う視点。 
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持続性 

（Sustainability） 

政策・制度面、組織・財政面、技術面、社会・文化・環境面、総合的

持続性において、協力終了後もプロジェクトで発現した効果が持続し

ているか（あるいは持続の見込みはあるか）を問う視点。 

 

２－３ 情報収集・入手手段 

評価に必要なデータや情報は主に以下のような方法で収集した。 

（1）日本人専門家向け 

① プロジェクト関連文献（詳細計画策定調査関連資料、中間レビュー調査報告書、年次報

告書、プロジェクトの研究に係る論文）などの参照。 

② 評価グリッドに基づき作成した日本側プロジェクト関係者への質問票の配布、回収、及

びインタビュー調査、また実験設備見学を実施した。なお、インタビューは、東京大学を

はじめ、東京工業大学、NIMS（実験設備見学を含む）、国立情報学研究所（National Institute 

of Informatics：NII）、清水電設工業株式会社（実験設備見学を含む）に対し実施した。 

 

（2）アルジェリア側 C/P 向け 

評価グリッドに基づき作成したアルジェリア側プロジェクト関係者への質問票の配布（英

文・仏文）、回収、及びインタビュー調査を実施した。 
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第３章第３章第３章第３章    プロジェクトの実績と現状プロジェクトの実績と現状プロジェクトの実績と現状プロジェクトの実績と現状 

 

３－１ 投入実績 

マスタープランに沿って、日本・アルジェリア国側双方からプロジェクトに対して投入がなさ

れている。 

【日本側の投入】 

（1）日本人専門家の派遣 

プロジェクト業務調整員として長期専門家が 1名 2012年 10月から派遣されている。また、

短期専門家については、プロジェクト開始後、終了時評価調査まで延べ 45 名が合計 441 日

間派遣されている。 

詳細については、合同評価報告書中の Annex-4：Inputs for the project、（2）Record of Japanese 

Researcher dispatched に記した。 

 

（2）本邦研修 

本邦研修参加者は、終了時評価調査時点で 55 名となっている。加えて 5 名が JST の予算

として日本に派遣されている。受け入れ先は東京大学、弘前大学、中部大学、NIMS、NII、

清水電設工業（株）などである。 

 

（3）資機材の供与 

付属資料１．合同評価報告書中の Annex-4：Inputs for the project、（3）Provision of Equipment 

under the project に記載した機材が供与された。なお、2015 年 6 月には、成果 2 で示された

Si 還元テストプラント及び消耗品が導入される計画となっている。 

 

（4）現地業務費 

終了時評価調査時点にて表-2 のとおり在外事業強化費としての支出があった。 

 

表－２ 在外事業強化費 

支出時期 支出額（ディナール） 

2012 年度小計 1,143,040 

2013 年度小計 7,390,378 

2014 年度小計 11,524,254 

合計 20,057,672 

 

【アルジェリアの側投入】 

（1）カウンターパートの配置 

USTO-MB、サイーダ大学、及び CDER アドゥラルから合計 37 名の研究者、及び 18 名の

修士・博士号の学生が各分野（Si 還元、太陽光、超伝導、WebELS）に配置され活動を実施

している。 
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（2）カウンターパート機関による本プロジェクトに係る予算措置 

終了時評価調査時点でアルジェリア側の現地業務費として 322 万 600 ディナール、また供

与機材据え付けにかかる費用として 1,129 万 2,522 ディナールが支出されている。加えて、

プロジェクト活動実施に必要な機材として X 線回折計（4,000 万ディナール）の購入を行っ

ている。 

 

３－２ 成果の進捗と実績 

３－２－１ アウトプットレベルの実績 

本プロジェクトでは 6 つのアウトプット（成果）が設定されている。各アウトプットの実績

を表-3 に示す。 

 

表－３ アウトプットの実積 

アウトプット 1：Si 製造の熱力学的プロセスデザインを行い、現在用いられている珪石ではなく、

砂漠に豊富にある硅砂を原料とする Si 還元プロセス技術を開発する。 

指 標 進捗状況 

2015 年で硅砂シリカ（SiO2）を

原料とする新還元法によるシ

リコン純度において、硼素・リ

ン濃度が 10ppm 以下 

達成度

1
：100％ 

Si 還元プロセスはアルジェリア側と共同で、東京工業大学（マ

イクロ波加熱による還元法）、弘前大学（高周波加熱による炭素

熱還元法）、NIMS（水素ラジカルによる還元プロセス）で研究が

進められており、これら研究は実証された。 

実験室レベルではシリカ、還元シリコン両面において指標（硼

素・リン濃度が 10ppm 以下）を達成している。 

なお、アルジェリア側でも独自に本分野の研究は進められてい

る。通関に長時間を要したため、機材の到着が遅れ、それに伴い

実験開始が遅れたが、実験室レベルではシリカ、還元シリコン両

面において指標（硼素・リン濃度が 10ppm 以下）を達成している。 

あわせて、各還元法について、C/P が自ら実験機材を製作する

とともに、オラン近隣でも採掘可能な珪藻を用いて Si 還元実験を

行っている。 

本邦研修にて実際に実験を体験することにより、プロジェクト

目標が明確に理解できるようになり、活動へのモチベーションが

高まった、との証言が C/P からあった。 

活動実績 

1-1 Si 製造の熱力学的プロセ

スデザイン 

（進捗度）100％ 

水素ラジカル効果を現行のシーメンスプロセスに応用し、太陽

電池用シリコンのみならず、半導体用シリコン用として生成収率

を向上されることを確認した。 

                                                        
1
 達成度、進捗度：終了時評価調査時点の進捗状況から、評価調査団が判断し、アルジェリア側との協議により確定した達成

度合いを示した。 
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1-2 砂の高純度化 （進捗度）100％ 

活動 1-1 の成果に基づき、サハラ砂漠のいろいろな地点の砂を

入手し、各種分析装置で不純物濃度を解析し、シリカの高純度化

（目標指標：硼素、リン 10ppm）を行った。 

また、USTO-MB では珪藻土を使用しての Si 還元実験も行って

いる（USTO-MB の研究者が論文から当該手法を発見した）。実験

機材は USTO-MB の研修者が自ら製造したものもある。珪藻土は

粉砕にエネルギーを要さないため低エネルギーで、砂と同様の手

順で高純度化することが実証された。なお、珪藻土自体の価格は

高い（2,000～3,000 ディナール/t、ちなみに砂は 500～1,000 ディ

ナール/t）。一方、USTO-MB の研究室には粉砕機がなく、砂の粉

砕に長時間を要するが、珪藻土はそれほど長時間を要せず、プロ

セスにかかる経費は安い。また、サハラの砂は南部にあるため輸

送コストがかかるのに対し、珪藻土はオラン近郊でも入手可能で

あるため、有効な手段となっている

2
。 

1-3 砂漠の砂（シリカ：SiO2）

を原料とする Si 還元プロセ

ス技術の開発（日本のみ） 

（進捗度）100％ 

Si 還元プロセスはアルジェリアと共同で、東京工業大学（マイ

クロ波加熱による還元法。清水電設工業株式会社も 3 年目から本

プロジェクトに参画）、弘前大学（高周波加熱による炭素熱還元

法）、NIMS（水素ラジカルによる還元プロセス）で研究が進めら

れている。従来のシーメンス法より、より消費電力が少量（シー

メンス法：180kW/kg（SOG-Si）→新手法で 30kW/kg（SOG-Si））

でシリコン還元が可能となった。また、CO2 発生量も 50 万 t/5,000t

（SOG-Si）から 5 万 t/5,000t となることが実証された。 

 

アウトプット 2：砂を原料とする Si 製造のテストプラント構築とアルジェリア側 Si 還元プロセスの

確立 

指 標 進捗状況 

テストプラントを構築し、その

Si 生産能力を Si1t/年以上 

達成度：40％ 

成果 1 の研究で開発された Si 還元技術を用いると、生産量が

130g/h（弘前大学）になることを実証している。これを年換算す

ると Si1t 以上はクリアしたことになる。テストプラントの据え付

け完了は 2015 年 6 月の予定である。また、USTO-MB からの研修

員（2 名）に対し、テストプラントの運営維持管理に係る研修を

実施しており、USTO-MB に据え付け後もインストラクションを

実施する計画にある。これら活動を通じ継続的にテストプラント

を運用する体制を整えた。 

  

                                                        
2 珪藻土は、SiO2を主成分としており、オランから約50㎞離れたSig地域で採取可能であり、埋蔵量は600万tといわれている。 
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活動実績 

2-1 日本での装置調整 （進捗度）100％ 

活動 1-3 の成果に基づき、弘前大学で Si の製造量 1t をめざし調

整が行われ、2015 年 2 月に完了した。 

2-2 アルジェリア側への装置

導入 

（進捗度）10％ 

テストプラントは 2015 年 4 月にオランに到着した。通関後、6

月に据え付けが実施される予定である。なお、据え付け場所は

USTO-MB 構内に確保されている。 

2-3 アルジェリア側 Si 還元プ

ロセスの確立 

（進捗度）0％ 

弘前大学では、今までに 2 名の留学生を受け入れ、テストプラ

ントの運営維持管理に係る研修を実施してきた。6 月にテストプ

ラントの据え付け完了後も数週間インストラクションを実施す

ることを計画している。また、必要な消耗品は日本から供与する

予定にある。 

 

アウトプット 3：各種太陽電池の性能（効率、耐久性）の定量的データを蓄積し、砂漠地域におけ

る太陽電池の活用法における課題と対策を整理する。また、この地域における太陽エネルギーの新

しい活用法についての検討を行う。 

指 標 進捗状況 

太陽電池の性能（効率、耐久性）

の定量的データ蓄積のために、

太陽電池の種類が 2 種以上で、

運用期間が 2 年以上 

達成度：90％ 

2013 年 12 月にサイーダ大学に 5 種類、計 10kW の太陽電池が

設置され、モニタリングが行われている。据え付けの遅れにより

終了時評価時点で、1 年 5 カ月間の運用となっている。モニタリ

ングデータは日本人研究者と共有されている。分析は、6 カ月間、

12 カ月間 2 種類の期間のデータを用いて実施されている。分析結

果ではサイーダ地域の自然条件の特性、及び自然条件の変化によ

る 5 種類の太陽電池の発電効率の変化など性能評価が明らかにな

った。今後は 12 カ月間のデータでの分析を行う予定になってい

る。 

また、2 名（太陽電池評価として）の研修員を毎年受け入れ、

研修を行った。同研修では、太陽電池モジュール・システムの研

修を行い、太陽電池運用に係る十分な知識を習得した。 

活動実績 

3-2 太陽電池パネルの調達と

据え付け 

（進捗度）100％ 

2013 年 12 月、サイーダ大学に 5 種類の太陽電池（10kW）を設

置した。また、サイーダ大学も太陽電池を購入し研究を実施して

いる。 
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3-3 データの収集、課題と対策

の整理 

（進捗度）80％ 

設置後、データの収集を行っている（サイーダ大学から

USTO-MB の研究者が収集を行っている）。データは 6 カ月間の測

定結果と 12 カ月間の測定結果 2 種類にまとめられている。デー

タは容量が大きいので日本人研究者には会った際に手交わして

いる（今まで手交わしたのは 6 カ月間のデータ）。 

3-4 活用方法の検討 （進捗度）90％ 

終了時評価調査時点では 6 カ月間のデータ分析（IV カーブから

の性能特性分析）が行われた。12 カ月間のデータ分析は今後実施

してく計画にある。 

なお、日本人研究者からは、フォーラムなどで会った際に分析

結果についてのコメントを受けている。 

また、USTO-MB から研修員を 2 名受け入れており、以下のよ

うな研修も含め、太陽電池モジュールの性能、太陽光発電の性能

評価に係る研修を実施した。 

・TUV（ドイツ企業）の研修への研修生の参加（2014 年 6 月 3 日

～7 月 11 日） 

・Grand Renewable Energy（2014 年 7 月 27 日～8 月 1 日） 

 

アウトプット 4：高温超伝導ケーブルシステム運用に関する問題点の摘出と対策の提示 

指 標 進捗状況 

超伝導ケーブル配管をめざし

たアルジェリアにおける地中

温度の継続的記録（延べ 100 日

以上） 

達成度：100％ 

2013 年 9 月にサイーダ大学に地中温度用機材が設置され、地中

温度の測定を開始した。終了時評価調査時点で 375 日以上測定が

実施されている。同測定機材はインターネットでデータのモニタ

リングができるシステムとなっている。しかし、最近はサイーダ

近辺のインターネット事情により日本からはモニタリングがで

きない。そのため、データはサイーダ大学から USTO-MB を経由

し数カ月に一度送付されている。データを分析した結果、対象地

域で最も地中が熱い 9 月に測定したところ、地中 2.5ｍでは 25℃

以下になることがわかった。25℃であれば、日本と同様の超伝導

システムが使用可能となる。 

活動実績 

4-1 測定装置の調達と据え付

け 

（進捗度）100％ 

通関に 3 カ月要したが、測定装置は調達され、2013 年 9 月にサ

イーダ大学に設置された。 
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4-2 データの収集、課題と対策

の整理 

（進捗度）100％ 

機器の故障、またアルジェリアのインターネット環境の問題に

より、日本からのデータのモニタリングが不可能な事態にある

が、データは USTO-MB の研究者が収集し、日本に送付され、サ

イーダ地域の地中温度の分析が行われている。今後、更なる超電

導の実用性を検討するため、測定ポイントを増加（アドゥラルを

含め 10 カ所）することを検討している。設置場所の選定にあた

っては、自然条件とともに治安状況などを確認することとしてい

る。なお、設置費用はアルジェリアの民間企業（ソネルガス）及

び他大学から支援を得る構想にある。 

 

アウトプット 5：アフリカ地域のエネルギー工学研究の拠点を形成し、日本発の多機能遠隔教育・

情報交流システム：WebELS を活用した（複素エネルギー）遠隔教育・研究を行う

3
。 

指 標 進捗状況 

5-1 WebELS サーバー、会議シ

ステムの導入 

達成度：100％ 

WebELS サーバー及び会議システムは USTO-MB、サイーダ大

学に設置され、またアルジェリア側は、WebELS 用の会議室も整

備した。また、導入当時は、インターネット通信速度が十分では

なかったので、USTO-MB は、ADSL を導入しインターネット環

境の改善を行った。 

5-2 E-Learning によるエネル

ギー工学講義の実践延べ人

数年間 8 人以上。博士学生教

育延べ 5 人（以上） 

アルジェリアのインターネット環境が改善したので、WebELS

を活用し講義（無機材料科学入門）を弘前大学、及び USTO-MB

にて 2014 年 2 月 7 日、3 時間実施した。参加者は約 20 名。現状

の実績は本講義だけであるが、講義は質疑を含めて好評であっ

た。

4
 

活動実績 

5-1 WebELS システムを活用

するインフラの構築。指導員

の養成 

（進捗度）100％ 

WebELS の設備は既に USTO-MB、サイーダ大学に導入されて

いる。ソフトウェアも随時更新されている。両大学では、WebELS

用の会議室も設置された。USTO-MB では ADSL が導入されイン

ターネット環境は改善されつつある。また、以下のような改良も

アルジェリア側研究者により行われている。 

・モバイル端末での使用も可能 

・動画コンテンツの自動編集機能の追加 

・災害時の WebELS の活用 

                                                        
3
 WebELSは、E-Learningとビデオ会議を家庭のパソコン環境などで実施できるシステムであり、システム導入上特に初期投資

を必要とせず、ウェブサイト（http://webels.ex.nii.ac.jp/）に接続するだけで、登録など必要とせず使用可能となっている。 
4
 ADSLは中間レビュー調査時点でも回線の導入工事は完了していたが、通信業者の最終調整が終了しておらず、使用が不可

能な状況になっていた。しかし、現在は問題なく使用できる通信速度を確保しており、通信業者との契約更新もなされてい

る。 
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なお、システムの運営維持管理については、以下のとおり行わ

れている。 

・日本の研究者がインターネット上でサポート。 

・アルジェリア国内においても USTO-MB のエンジニアがサポー

ト。 

・また、使用方法などはウェブ上で公開されている。 

5-2 USTO-MBに開設するサハ

ラソーラーエネルギー研究

センター（SSERC）における

上 記研 究支 援とと もに 、

WebELS を活用した地球規模

エネルギー分野の研究者育

成支援 

（進捗度）100％ 

弘前大学と USTO-MB を結び講義が実施された。日本人研究者

による講義はこの一回しか行われていない。詳細は成果に詳述し

た。その他、WebELS サーバーに各講義の映像・教材データが保

管されており、いつでも利用可能である。また、モロッコ、チュ

ニジア、フランス、英国、他のアフリカ諸国に対し USTO-MB の

教授が講師となりセミナーも開催している。その他、英国、南ア

フリカ、モロッコ、インドネシアとも接続し会議などで使用され

ている。 

 

アウトプット 6：サハラソーラーエネルギー技術開発ワークショップの開催（日本・アルジェリア

交互） 

指 標 進捗状況 

日本アルジェリア国際会議を

毎年開催 

達成度：100％ 

計画どおり、毎年実施されている。アルジェリアのプロジェク

ト関係者だけでなく、世界各国の研究者を招待し、活動報告、研

究に係る情報交換が行われ、研究者間のネットワーク構築・強化

に寄与している。 

また、アルジェリアには学会がないので、若手研究者にとって

は、有効な研究発表の機会となった。なお、活動実績は活動にて

詳述する。 

活動実績 

6-1 日本アルジェリア国際会

議を毎年開催 

（進捗度）100％ 

計画に沿って下表のとおり毎年サハラソーラーエネルギー技

術開発ワークショップは行われている。 

開催日 会議名 場所 参加者 

2011 年 

8月 23～26日 

1st Asia-Arab 

Sustainable 

Energy Forum 

日本 

ウィンク愛知 

90 名（アル

ジ ェ リ ア

側：10 名） 

2012 年 

5月 15～16日 

2nd Asia-rab 

Sustainable 

Energy Forum 

アルジェリア 

USTO-MB 

150 名（アル

ジ ェ リ ア

側：50 名） 

    



 

－16－ 

    

2013 年 

5 月 25 日 

3rd Asia-Arab 

Sustainable 

Energy Forum 

日本 

弘前大学 

延べ 150 名

（アルジェ

リア側： 50

名） 

2014 年 

5月 13～14日 

4th Asia-Arab 

Sustainable 

Energy Forum 

オラン科学

技術大学 

（USTO-MB） 

約 150 名（ア

ルジェリア

側：50 名） 

2015 年 

5 月 11~13 日 

5th Asia-Arab 

Sustainable 

Energy Forum 

筑波大学 約 100 名 

 

 

３－２－２ プロジェクト目標の達成度 

本プロジェクトの目標は、1）Si 還元技術の確立及びその技術に基づくソーラーブリーダー

実証、及び 2）研究基盤の強化の 2 点となっている。それぞれの指標に係る達成状況を表-4 に

示す。 

 

表－４ プロジェクト目標の指標に係る達成状況 

【プロジェクト目標】 

ソーラーブリーダー（ソーラーシリコン工場＋Si 太陽光発電所）の持続的な拡大の可能性を検証し、

地球エネルギー新体系の基礎研究、人材開発の基礎が確立される。 

指 標 進捗状況 

1. ソーラーブリーダー（ソーラ

ーシリコン工場＋Si 太陽光発

電所）の検証状況 

本プロジェクトのコアの技術である高純度シリカの生成、Si 還

元は日本・アルジェリア国側双方で行われ、砂からの Si 還元は達

成された。エネルギー収支・コストについても現行の Si 製造を下

回る結果が出ている。なお、USTO-MB では独自に珪藻土からの

Si 還元の実験も進められ、成功している。2015 年 6 月にテストプ

ラントの据え付けが完了するので計画どおりアルジェリアでも

砂からの Si 還元が行われるようになる。 

本プロジェクトでは、フォーラム、論文発表などの広報活動を

通じ、他の研究機関、民間企業とのネットワークが構築された。

今後、さらに、ソーラーブリーディングの実現に向けて他機関（高

等教育・科学研究省（Ministry of High Education and Science 

Research：MHESR）などの政府機関、他大学、また民間企業）の

サポートを得るため、これら機関への働きかけを残り期間も引き

続き行っていくことが必要である。 
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2. 地球エネルギー新体系の基

礎研究、人材開発の基礎確立

状況 

日本への学生の派遣などを通じ、今までの研究成果から人材育

成は着実に行われている。 

加えて、本プロジェクトで導入された技術のプラットフォーム

構築のため、太陽電池・超伝導に係る博士号・修士号のコースを

設置し、組織の強化も行われている。 

また、機材供与により実験設備は整備され、機材、日本で習得

した技術を活用し、現地でも研究は続けられている。まだ実験設

備は十分でない部分もあるがアルジェリアの研究者・学生は 1980

年代に日本が供与した機材も活用し、現状での施設に工夫を重

ね、日本人研究者のサポートの下、研究成果の創出を行っている。

WebELS を活用した遠隔教育システムも確立され、また、

USTO-MB は日本の大学と共同研究に係る覚書（Memorandum of 

Understanding：MOU）も締結し、継続的な技術支援体制も構築し

た。このことから研究の基礎は確立できた。 

 

３－３ プロジェクトの実施過程 

３－３－１ プロジェクトの実施とモニタリング体制 

JCC は、表-5 のように年 1 回程度開催され、各活動の進捗状況の報告、また今後の実施計画

〔プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）、PO の見直しを含め〕

の確認などがなされてきた。 

 

表－５ 合同調整委員会 

開催年月日 議 題 概 要 

2012/3/11 アルジェリアとの共同研究の今後

の方向性について 

オランで開催、アルジェリアとの共同研究の今

後の方向性についての取り決めと調印 

2013/5/5 アルジェリアとの共同研究の今後

の方向性について 

弘前で開催、アルジェリアとの共同研究の今後

の方向性についての取り決めと調印 

2014/5/2 アルジェリアとの共同研究の今後

の方向性について 

オランで開催、アルジェリアとの共同研究の今

後の方向性についての取り決めと調印 

2015/5/10 アルジェリアとの共同研究の今後

の方向性について 

つくばで開催。アルジェリアとの共同研究の今

後の方向性についての取り決めと調印 

 

なお、2015 年 9 月に最終 JCC が実施される予定にある。 

本プロジェクトは、研究内容が多岐にわたるため、JCC などの機会を通じ、各分野の研究内

容、進捗状況を把握することは非常に有益であった。 
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３－３－２ コミュニケーション 

日本人研究者による現地活動期間は非常に限られていたが、以下の要因によりコミュニケー

ションは円滑であった。 

・本プロジェクトやさまざまなスキームを活用し本邦研修や留学を行ったことにより、日

本・アルジェリア国側双方の研究者の間に良好な関係が構築された。 

・E-mail やフォーラム、学会などで研究成果は共有されていた。 

・また、プロジェクト調整員の高いコミュニケーション能力を有し、アルジェリア研究者か

ら信頼を得た。 

・アルジェリア研究者が熱心に英語を学習し、日本人研究者とコミュニケーションを取るた

めの努力を行ってきた（英語の習得のため英会話学校に通ったアルジェリア人研究者もい

る）。 

 

３－３－３ アルジェリア側のオーナーシップ 

本プロジェクト実施中、USTO-MB、サイーダ大学の学長、副学長の異動はあったが、学長

は、本プロジェクトの共同研究内容に高い関心を示しており、学長を中心とする強いトップマ

ネジメントの下、円滑に活動は遂行されている。 

各活動に対し、十分な C/P は配置されており、各分野で主体的に活動を実施している。具体

的な自主活動は以下のとおり。 

・珪藻土からの Si 還元技術の開発 

・実験機材をアルジェリア人研究者自らが製作し、実験を実施（研究者のポケットマネーで

作成したケースもある） 

・サイーダ大学に、本プロジェクトとは別に太陽電池をアルジェリア側の予算で設置。 

・Asia-Arab Sustainable Energy Forum（アルジェリアにて実施分）の経費はアルジェリアの民

間企業に働きかけ、必要資金を募ったケースもある。 

また、実験に係る経費、実験機材据え付け工事費用、WebELS 会議室などアルジェリアの負

担事項については適切に予算措置、支出がなされている。 

 

３－３－４ 技術移転 

日本人研究者による現地での活動期間は非常に限られていたが、しかし、以下のように技術

移転は的確に行われている。 

・日本の研究者はアルジェリア研究者と E-mail や学会などで頻繁に研究成果など活動の情報

共有を行っている。 

・日本への研修員も研修内容を USTO-MB に頻繁に報告している。 

・本邦研修が終了し帰国後報告会を行い、研究者だけでなく、他の学生へも研究に係る情報

共有を行っている。 

その結果、アルジェリアの研究者は導入された機材を活用し、また、自ら実験機材を開発し、

研究を行っている。また、研修参加者はアルジェリアに帰国後も高いモチベーションをもって

意欲的に研究に取り組んでいる。 

日本で研究を実際に体験したこと、また、機材導入・技術の習得によりアルジェリアでも研

究が再現できるようになったことがモチベーション向上の大きな要因になっている。 
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第４章第４章第４章第４章    評価評価評価評価 5 項目によるレビュー結果項目によるレビュー結果項目によるレビュー結果項目によるレビュー結果 

 

４－１ 妥当性 

（1）アルジェリア政府の政策との妥当性 

アルジェリアの産業構造は石油・天然ガスなど炭化水素関連産業に大きく依存している。

しかし、将来、炭化水素資源の枯渇が懸念されている。一方、炭化水素関連産業の雇用吸収

率は約 2％にすぎない。そのため、アルジェリア政府はエネルギーの多角化、産業の多角化

による新たな雇用の創出をめざし、太陽光発電を含めた技術開発を推進している。本プロジ

ェクトはソーラーブリーダーを実証することによりエネルギー・産業の多角化を目的に実施

されておりアルジェリアのニーズに合致している。 

また、USTO-MB は高等技術者育成を目的とした教育機関であり、電気関係の研究も実施

されている。また、本プロジェクト開始前から本プロジェクトの研究にかかわってきている。

また、サイーダ大学は研究者の多くが USTO-MB 出身など USTO-MB と強い連携があり、砂

漠に近いことから、砂漠地域の太陽電池、超伝導の活用実証研究を行うに適した機関である。 

また、CDER アドゥラルはアルジェリアの再生可能エネルギーの研究機関であり、研究所

も砂漠に位置しており、砂漠地域の太陽電池性能に係る研究データも有している。そのこと

から本プロジェクトの研究に合致している機関である。 

 

（2）日本の ODA 政策との妥当性 

日本のアルジェリアの援助方針は、上記の公共投資新 5 カ年をはじめとしたアルジェリア

の投資・開発計画に沿って、日本企業との連携を考慮しつつ実施されている。そのなかで産

業構造の多様化を目的に、特に、産業基盤の整備を促進するため、基盤技術の強化及び産業

人材の育成の二側面での技術協力を行う内容となっている。プロジェクト目標は係る二面へ

のアプローチを含んでいるとともに、また、ソーラーブリーダーの実現に向けては、日本企

業をはじめとしたエネルギー産業をはじめとした民間企業（特にシリコン産業、再生可能エ

ネルギー産業）の活用が必要であることから、対アルジェリアの援助方針と合致している。 

 

４－２ 有効性 

Si 還元技術は実験室レベルでは実証された。今後、Si 還元のテストプラントが 2015 年 6 月に

設置、運用されることにより、ソーラーブリーダーの実用性が実証されることになる。また、砂

漠地域における太陽電池、超電導についてもデータ収集・分析が行われている。また、アルジェ

リアの研究基盤についても、実験機材の導入、また研修などを通じ研究者育成が行われ、着実に

整備されている。 

そのなかで、プロジェクト目標の指標 1「ソーラーブリーダー（ソーラーシリコン工場＋Si 太

陽光発電所）の持続的な拡大の可能性が高まる」については、日本での Si 還元技術が実証された

こと。また、アルジェリアでも熱心に研究に取り組んだ結果、より簡単な珪藻土からの Si 還元を

可能するなど、本プロジェクトで導入された技術を生かして独自の方法を考え出している。こと

が貢献要因として挙げられるが、シリコン及び太陽電池の市場動向は、政府及び民間企業の協力

を得ることに大きな影響を与える可能性があることは、今後、阻害要因になりうる。 

また、指標 2「地球エネルギー新体系の基礎研究、人材開発の基礎確立状況」については、日
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本人研究者の派遣は限られていたが、①本邦研修、留学を通じ日本での研究成果を体験すること

により研究目標が明確になった。これによりアルジェリア研究者が高いモチベーションをもって

研究を行っていること、②USTO-MB は修士号・博士号を設立するなど技術的なプラットフォー

ム構築を図ってきたこと、③実験機材が導入され、日本での研修を再現できる環境が整ったこと、

④USTO-MB としても、必要な機材はアルジェリア側予算で購入し、実験設備を整えていること、

などが促進要因として挙げられる。一方、①アルジェリアでは水素ガスの取り扱いが困難である

ため、水素ラジカルなどを使用する実験がアルジェリアでは困難なこと。②太陽電池、超電導に

関しては、機材の性能評価測や気象測定がメインの活動であり、実際のシステム運用をする場が

現状ではアルジェリアにない。そのため、日本での研修を現場で生かす、向上させる機会が得に

くい研究分野があることが阻害要因として挙げられる。 

 

４－３ 効率性 

実験機材は通関手続きに長時間（3 カ月程度）を要した。その結果、成果 3（太陽電池関連）、

成果 4（超電導関連）に係る気象データ収集、データ分析に遅れが生じた。ただし、成果の達成

に大きく影響は与えなかった。また、成果 2 に係る Si 還元用テストプラントの導入に関しても日

本の経産省の安全管理基準に該当したために、1～2 カ月の輸送の遅れが生じた。2015 年 4 月末

には同テストプラントはオラン港に到着していたので、その後、アルジェリア側の通関手続き、

据え付け準備が円滑に行われれば、特に問題なく、成果は達成される見込みである。 

本プロジェクトの研究は本プロジェクト開始前から東京大学を中心に実施されており、知見の

蓄積があり、本プロジェクトでの共同研究遂行を円滑にした。 

加えて USTO-MB の建物は日本の建築家（丹下健三）が設計した。その後、JICA の支援により、

オラン科学技術大学プロジェクト（1989～92 年）、同フォローアップ協力（2007 年）が実施され、

各種実験機材が導入され、現在も活用されている。 

上記のような長年にわたる協力の結果、日本とアルジェリアの協力関係が構築され、お互い強

い信頼関係が結ばれている。かかる良好な関係と併せ、USTO-MB の学長・副学長が本プロジェ

クトに高い関心を寄せ、強いトップマネジメントの下、プロジェクトが実施された。 

また、アルジェリアの研究者も日本人とコミュニケーションをしようと英語を学習するなど努

力した。さらに、プロジェクト調整員が派遣され、高いコミュニケーション能力で日本側とアル

ジェリア側の「橋」として十分に機能した。 

また、日本人研究者が所属大学・研究所での業務で多忙であったため、現地での活動は限られ

た状況であったが、プロジェクト目標の達成に向け、本邦研修、留学生制度を有効に活用し、ア

ルジェリア側の研究者と共同研究を進めていった。特に、機材の導入に時間を要したなか、本邦

研修で、整備された研究設備にて、日本の研究に触れ、研究成果を得ることにより、アルジェリ

ア側の研究者もモチベーションが高まったことが確認されている。 

その結果、日本人が不在のなかでも、アルジェリア側が日本で習得した技術を活用し、自主的

に研究を進め、また実験に必要な機材を自ら購入・製作するなど各活動の推進に大きく寄与して

いる。 

 

４－４ インパクト 

論文発表や学会や本プロジェクトで実施しているフォーラムでも世界各国から研究者を招き
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本プロジェクトの研究成果を発表しており、チュニジア、トルクメニスタンなど他国も本研究成

果に高い関心をもっている。特にトルクメニスタンは自国の予算で本プロジェクトの研究を実施

する準備をしている。 

これら広報活動を通じ、以下のようなインパクトを確認した。 

・研究者のネットワークが強まった。あわせて、（本プロジェクトでは超伝導分野の研究のた

め参加している）中部大学と USTO-MB が MOU を締結し、組織・個人両面の連携が強化さ

れた。 

・今まで USTO-MB の研究者は日本企業とあまり接触がなかったが、本プロジェクトの研究を

通じ、日本の民間会社とのネットワークが構築されつつあり、今後基礎研究から応用研究へ

の進展に寄与する可能性がある。 

・若手研究者が研究の発表の場を得た（アルジェリアには学会がなく、若手研究者の研究発表

の場は限られていた）。 

特に、本プロジェクトで導入された技術を活用し、アルジェリア側の研究者が珪藻土からの Si

還元に係る研究の提案があったこと、また実験が進められていることは特筆すべき点である。 

 

４－５ 持続性 

（1）政策面の支援 

アルジェリアでは、「公共投資政策（2010-2014）」の基、太陽光発電を含めたエネルギーの

多角化を推進している。また、アルジェリアの産業構造、エネルギー構造から鑑みてもソー

ラーブリーダーの実現と併せ、太陽光エネルギーの推進また、研究者の育成、研究機関の充

実が求められている。そのため、協力終了後も政策支援は継続される見込みである。 

 

（2）財政面の支援 

本プロジェクトにおいて、C/P の配置、施設の提供などアルジェリア側の負担事項は適切

に行われている。また、アルジェリア側予算でも研究にかかる費用、実験設備整備にかかる

経費は支出されている。今後も本研究をすべく、研究者の配置、機材の運営維持管理につい

て、適切に予算措置がなされていく計画にある。 

 

（3）組織面の支援 

サイーダ大学の研究者の多くは USTO-MB 出身者であり、もともと研究者同士の交流は活

発に行われている。また CDER アドゥラルもアルジェリアの再生可能エネルギー研究機関の

役割を負っている。かかる体制の下、日本側も本プロジェクトの研究は継続し実施していく

予定にある。また、USTO-MB は、研究者養成のための修士・博士号コース（太陽光・超伝

導分野）の設立を行ってきている。そのため、これらプロジェクト関係機関は本プロジェク

ト完了後も連携を保ちつつ共同研究が進められていくことが期待される。 

 

（4）技術面の支援 

本プロジェクトでの共同研究を通じ、各分野の研究者の育成は行われており、着実に研究

内容が進展している。また、実験設備も機材供与により整備された。まだ研究設備としては

不十分な点もあるが、アルジェリア側の研究者は本邦研修で習得した技術を応用し、1980 年
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代に日本から供与された機材など既存の設備を生かし、アルジェリア側研究者が自ら珪藻土

からの Si 還元に係る研究を開始したように、自主的な活動も確認されている。また、日本側

の研究者のみならずアルジェリアの研究者も本プロジェクト終了後も研究を継続していく

ことに高い意欲を示している。 

本プロジェクト終了後も、WebELS などのシステムを活用、またはフォーラム、セミナー

などの参加により共同研究を実施していくこととなっている。また、日本の大学と MOU も

締結され、技術的なフォローアップ体制は整備されつつある。 
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第５章第５章第５章第５章    結論と提言結論と提言結論と提言結論と提言 

 

５－１ 結論 

本プロジェクトは、プロジェクト目標である①持続可能なソーラーブリーダーに検証、②地球

エネルギーの新体系の基礎研究、人材開発の基礎確立に向け、順調に活動は実施されている。各

成果においても成果 2 を除き、計画どおり達成されつつある。 

終了時評価調査時点において、成功の要因となったのは、①日本人研究者が研究の成果をみせ

たこと、②アルジェリアの研究者も高いモチベーションを以て研究を行った、③USTO-MB の学

長や各研究分野のリーダーが本プロジェクトの活動を強力にサポートした、と分析する。それゆ

え、本プロジェクト終了後も、日本・アルジェリア国側双方の協力体制の下、継続し共同研究が

実施されていくことが望まれる。 

 

５－２ 提言 

（1）Si 還元テストプラント設置に係る準備（成果 2） 

2015 年 6 月頃に Si 還元テストプラントが据え付けられ、7 月頃から Si 還元が実施される

予定にある。アルジェリア側は本プロジェクト終了後も持続可能な Si 還元を実施していくた

め、Si 還元テストプラントを継続し作動させていくべきである。 

 

（2）機材の安全及び適正な管理（成果 1、3、4） 

本プロジェクトにて USTO-MB、サイーダ大学に導入された機材（太陽電池、測定機材）

の安全及び適正な管理は据え付け後、終了時評価調査まで特に問題なく実施されている。今

後も十分安全に配慮し管理していくことが望まれる。 

 

（3）WebELS の活用（成果 5） 

WebELS が導入され、また USTO-MB のインターネット環境も改善したことにより、日本

をはじめ海外との学術的なコミュニケーション・情報交流が容易になった。WebELS 導入の

ためには多額の初期投資を必要としないため、アルジェリア側は、若手研究者の教育促進、

研究成果の広報のため、USTO-MB だけでなく他大学も含め WebELS を更に活用していくこ

とが望まれる。 

 

（4）国際的なソーラーブリーダーワークショップやプロジェクト活動に関する広報活動を通じ

ての研究成果の公表（成果 6） 

持続的エネルギーフォーラムの実施を通じ、日本・アルジェリア国側双方の研究者間のネ

ットワークは強化された。プロジェクト終了後も以下のように、共同研究を継続していく体

制は整備されつつある。 

・NIMS とアルジェリア・科学研究・技術開発総局（DGRSDT）との包括協力協定の締結

（2015 年 3 月 30 日締結）

5
。 

                                                        

5
 科学研究・技術開発総局（DGRSDT）：高等教育・科学研究省（MHESR）傘下の実務部門の1つであり、国全体の科学技術研

究の立案・指導・資金供与・評価、を担当している。また、再生可能エネルギーやバイオテクノロジーなど11の直轄研究所

も運営している。 
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・中部大学と USTO-MB が MOU を締結予定（主に超伝導送信システムに係る研究・教育

を内容とする）。 

今後は、ソーラーブリーダーの実現のため、日本・アルジェリア国側双方の研究者は明確

なビジョンと必要なステップを共有する必要がある。そのためにも、ロードマップを策定し、

アルジェリア政府機関への働きかけ、またアルジェリアのエネルギー産業界（シリコン製造

業、再生可能エネルギー産業などを含む）とのネットワーク強化を行っていく必要がある。

また、本プロジェクトの実施により USTO-MB には修士・博士号コースが設立されたが、今

後も研究者育成のため、かかる組織的な強化を行っていくことも望まれる。 

 

５－３ 教訓 

科学技術協力の場合、①本邦研修により実験を実体験する機会の提供、②機材供与により現地

でも実験を再現できる場の整備、③修士・博士号コース設立による、導入された技術を保持する

ための体制づくり、そして④学長・副学長への積極的な働きかけによる強いトップマネジメント

下でプロジェクトが運営されていくことは重要である。 

加えて、科学技術協力の場合、プロジェクト目標、上位目標の達成に長期間を要する場合があ

る。導入された技術の社会実装に向け、本プロジェクト完了後も継続し共同研究をしていくこと

が肝要である。本プロジェクト終了後は JICA、JST からの資金援助などがない状況下、共同研究

の継続のサポートとして日本側と相手側研究機関との MOU の締結促進やその他のスキームの紹

介（文部科学省の留学生支援制度）などを実施していくことが望ましい。 

また、JICA 事務所がなく、治安面で特別な配慮が必要な、英語圏以外の国での科学技術協力を

含む技術協力の事業展開は、手続き面、治安面、コミュニケーション面などかなり難しい側面が

あった。円滑な事業展開には、科学技術協力制度に通じたプロジェクト調整員の配置が不可欠で

あり、コミュニケーション改善が円滑な事業展開に直結するため、早期の調整員配置が重要であ

る。 
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１．The Joint Terminal Evaluation Report 
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